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積水化学工業株式会社（SEKISUI CHEMICAL CO., LTD.）

1947年3月3日

1,000億円

代表取締役社長 加藤敬太

27,003名（2020年3月末日現在）

11,292億円（2020年3月期連結ベース）

869億円（2020年3月期連結ベース）

大阪本社

〒530-8565  大阪市北区西天満2丁目4番4号
06-6365-4122
東京本社

〒105-8566  東京都港区虎ノ門2丁目10番4号
03-6748-6460
http://www.sekisui.co.jp/

会社概要
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事業概要：売上構成
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ESG経営概念図

積水化学グループのESG経営とは
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Vision 2030 サステナブルな貢献拡大に向けた考え方
∎社会課題解決に対するサステナブルな貢献拡大により、企業価値を向上させる

ESG経営を中心においた革新と創造
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セキスイ・サステナブル・スプレッドによるROIC経営

5

社会課題解決により利益を生み、ESG経営強化により資本コストを下げる
⇒ 企業価値向上の見える化

セキスイ・サステナブル・スプレッドの活用（ＣＸ）
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サステナビリテイ貢献製品の認定制度

6

社会課題解決 ＜持続＞
売上高比率
80％以上

・2006年度から始動

社会課題を解決する製品の拡大を後押しする製品制度
・社外アドバイザリーボードにより
基準の高さと透明性担保

・社内基準により課題解決の
貢献度の高さを判断し、登録
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２８の技術プラットフォーム

28の技術プラットフォームの融合により、イノベーションを加速
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現有領域の深化と新領域への挑戦（ＰＸ）

際立つ技術力 現有技術領域 新たな創出領域
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新領域への挑戦（ＰＸ）
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DXによる経営基盤強化

1
0

重点推進領域

1

2

3

4

グローバル経営基盤

グローバル集中購買

SCM高度化モデル構築

付加価値業務最大化に向けた営業改革

マテリアルズ・インフォマテイクス

家づくり相談「リモートハイム」

体感型ショールーム

ニューノーマルな家づくり提案

リモート施工指導

材料開発の加速

新しい働き方

オンライン講習
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取組むべき重要な環境課題

気候変動

資源枯渇水リスク

生態系劣化

取組むべき重要な環境課題と長期ゴール

ＧＨＧ排出ゼロ

サーキュラーエコノミーの実現水リスク最小化
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1
2

RE100目標

ＧＨＧ排出ゼロへのロードマップ

ＧＨＧ排出ゼロへの取組（ＧＸ）

化学メーカーとしては先進的なコミット

・「スマートハイム
でんき※」の
工場での利用
・メガソーラー設置

エネルギー
調達革新施策

お客様が
ソーラーパネルで
発電した電力の余剰分
をお客様、社会に
有効活用するサービス。

（グローバルでの
再エネ電力への転換）

※「スマートハイムでんき」とは




